
構
造
問
題
な
ど
の
交
通
に
関
連
す
る
諸

問
題
の
解
消
に
向
け
て
、
効
果
的
に
推

進
さ
れ
て
い
る
一
連
の
持
続
的
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
つ
い
て
授
与

○
デ
ザ
イ
ン
賞

　

モ
ビ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
け
る

実
務
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
実
際
に

使
用
さ
れ
た
マ
ッ
プ
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
フ
ォ

ル
ダ
ー
、
ア
ン
ケ
ー
ト
表
等
の
各
種
ツ
ー

ル
の
中
で
も
、
と
り
わ
け
秀
逸
な
デ
ザ

イ
ン
が
な
さ
れ
た
一
個
、
な
い
し
は
、

一
群
の
ツ
ー
ル
に
つ
い
て
授
与

○
技
術
賞

　

モ
ビ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
実
務
に
資

す
る
技
術
の
発
展
に
、
顕
著
な
貢
献
を

な
し
た

「
研
究
業
績
」
に
つ
い
て
授
与

○
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
賞

　

モ
ビ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
一
連
の

取
り
組
み
の
中
で
実
施
さ
れ
た

「
実
務

的
な
一
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
中
で
も
、
と

り
わ
け
、
都
市

・
地
域
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
の

質
的
改
善
や
渋
滞
、
環
境
問
題
、
公

衆
の
健
康
増
進
問
題
や
都
市
交
通
問
題

な
ど
の
交
通
に
関
連
す
る
諸
問
題
の
緩

和
に
実
際
に
大
き
く
貢
献
し
、
諸
問
題

の
抜
本
的
緩
和
に
繋
が
り
う
る
新
規
性

を
持
ち
、
か
つ
、
そ
の
完
成
度

・
応
用

可
能
性
や
取
り
組
み
姿
勢
が
す
ぐ
れ
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
授
与

　

　

一
般
社
団
法
人
日
本
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
会
議
の
主
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、

法
人
会
員
と
し
て
ご
登
録
い
た
だ
い
て
い
る
法

人
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
ご
登
録
い
た
だ

い
て
い
る
法
人
の
皆
様
に
は
、
こ
の
場
を
借
り

ま
し
て
、
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

社
団
法
人　

日
本
バ
ス
協
会

　

交
通
エ
コ
ロ
ジ
ー

・
モ
ビ
リ
テ
ィ
財
団

　

株
式
会
社　

地
域
未
来
研
究
所

　

株
式
会
社　

交
通
シ
ス
テ
ム
研
究
所

　

株
式
会
社　

新
日
本
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

　

株
式
会
社　

ケ
ー

・
シ
ー

・
エ
ス

　

株
式
会
社　

ラ
イ
テ
ッ
ク

　

財
団
法
人　

計
量
計
画
研
究
所　

　

株
式
会
社　

ド
ー
コ
ン

　

株
式
会
社　

日
本
能
率
協
会
総
合
研
究
所

　

中
央
復
建
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ　

株
式
会
社

　

株
式
会
社　

福
山
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

　

株
式
会
社　

オ
リ
エ
ン
タ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ

　

株
式
会
社　

ま
ち
創
生
研
究
所

　

社
団
法
人　

日
本
民
営
鉄
道
協
会

　

社
団
法
人　

北
海
道
開
発
技
術
セ
ン
タ
ー

　

株
式
会
社　

デ
ー
タ
企
画

　

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ　

株
式
会
社

　

社
団
法
人　

シ
ス
テ
ム
科
学
研
究
所

　

国
際
興
業　

株
式
会
社

　

株
式
会
社　

建
設
環
境
研
究
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

順
不
同)
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動機付け冊子

拝見 !

　

平
成
二
十
二
年
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り

ま
し
た
。
今
年
も
、
全
国
で
様
々
な
M
M

が
実
施
さ
れ
、
M
M
教
育
等
、
新
た
な
層

を
対
象
と
し
た
取
り
組
み
も
盛
ん
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
来
年
以
降
も
さ
ら
な
る
進

展
を
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

 

今
号
は
、
第
六
回
J
C
O
M
M
の
開
催

速
報
を
中
心
に
お
届
け
し
ま
す
。

　　

第
六
回
J
C
O
M
M
は
二
〇
一
一
年

七
月
一
五
日
（
金
）
、
一
六
日
（
土
）
の
日

程
で
、
仙
台
市　

仙
台
市
情
報
・
産
業
プ

ラ
ザ
【
ネ
！
ッ
ト
U
】
に
て
開
催
さ
れ
ま

す
。

　

仙
台
城
跡
や
青
葉
山
な
ど
の
名
所
が
数

多
く
あ
る
仙
台
市
で
は
、
近
郊
の
八
つ
の

大
学
と
と
も
に
、
各
大
学
の
学
生
や
大
学

職
員
を
対
象
に
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
交
通

情
報
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
公
共
交
通
利
用

の
意
識
を
促
進
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。
交
通
情
報
マ
ッ
プ
の
機
能
性
・
有

用
性
が
非
常
に
秀
逸
で
あ
り
、
ま
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
通
じ
て
利
用
者
の
視
点

を
取
り
入
れ
て
い
る
点
が
高
く
評
価
さ

れ

、
平

成

二

十

二

年

度

に

は

J
C
O
M
M
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞
し
て
い

ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
仙
台
市
の
M
M
実

施
地
域
を
ご
覧
に
な
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

　

発
表
申
し
込
み
要
領
・
締
め
切
り
等
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、
一
月
下
旬
を
目
処
に

J
C
O
M
M
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
、

W
E
B
サ
イ
ト
等
に
て
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。
多
数
の
皆
さ
ま
の
か
ら
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

他
地
域
の
模
範
と
な
る
よ
う
な
、
効
果

的
な
Ｍ
Ｍ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
表
彰
す
る
Ｊ
Ｃ
Ｏ

Ｍ
Ｍ
賞
の
公
募
を
、
平
成
二
十
二
年
度
も

行
い
ま
す
。
昨
年
度
同
様
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

賞
、
デ
ザ
イ
ン
賞
、
技
術
賞
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

賞
と
合
わ
せ
て
四
つ
の
部
門
で
公
募
･
審

査
を
行
い
ま
す
。

　

応
募
要
領
や
期
日
等
は
、
一
月
下
旬
ま

で
に
Ｊ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
な
ら
び

に
W
E
B
サ
イ
ト
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

自
薦
･
他
薦
を
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
奮
っ

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
Ｊ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
賞
の
主
旨
】

　

国
内
の
様
々
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
つ
い
て
の
様
々
な
取
り
組
み
や
研
究

の
中
で
も
、
特
に
優
秀
な
取
り
組
み
や
研

究
を
Ｊ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
実
行
委
員
会
と
し
て
選

定
し
、
そ
の
実
現
に
貢
献
し
た
個
人
あ
る

い
は
団
体
を
表
彰
す
る
。
こ
れ
を
通
じ
て
、

モ
ビ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
「
実
務
発
展
」

と

「
技
術
発
展
」
を
期
待
し
ま
す
。

【
各
賞
の
概
要
】

○
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
賞

　

モ
ビ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
け
る
実

務
的
な

「
一
連
の
持
続
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

の
中
で
も
、
と
り
わ
け
、
都
市

・
地
域
の

モ
ビ
リ
テ
ィ
の
質
的
改
善
や
渋
滞
、
環
境

問
題
、
公
衆
の
健
康
増
進
問
題
や
都
市

写真　仙台市情報・産業プラザ

Vol.18 ● 2010.12.31
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仙
台
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内

イ
ベ
ン
ト
案
内

平
成
二
十
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年
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イ
ベ
ン
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内
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い
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人
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一
覧
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介
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日
東
電
工
・
尾
道
営
業
所
で
の
取
組
み

　

■

エ
コ
通
勤
の
取
り
組
み
実
施
の
背
景

　

日
東
電
工
・
尾
道
営
業
所
に
は
約

二
千
人
の
従
業
員
が
勤
務
し
て
い
ま

す
が
、
従
来
は
公
共
交
通
機
関
が
全

く
な
く
、
ほ
と
ん
ど
の
全
て
の
従
業

員
が
マ
イ
カ
ー
通
勤
を
行
な
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
朝
夕
時
に
は

周
辺
道
路
が
慢
性
的
に
渋
滞
し
、
近

隣
住
民
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
が
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

■

エ
コ
通
勤
の
取
り
組
み
開
始

　

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
同
事
業
所

は
、
周
辺
の
環
境
改
善
等
に
よ
る
地
域
密
着

型
の
事
業
所
を
目
指
す
た
め
、
事
業
所
一

体
と
な
っ
た
エ
コ
通
勤
の
取
組
み
を
推

進
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
具
体
的
に

は
、
従
業
員
が
多
く
居
住
す
る
エ
リ
ア

を
調
べ
た
上
で
、
市
内
の
主
要
な
鉄
道

駅
と
事
業
所
を
結
び
か
つ
そ
の
居
住
エ

リ
ア
を
通
る
通
勤
バ
ス
（
貸
切
）
を
四

路
線
導
入
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
約

二
千
人
の
マ
イ
カ
ー
通
勤
者
の
う
ち
千

二
百
人
が
通
勤
バ
ス
に
転
換
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
年
間
約
千
二
百
ト
ン
の

C
O
2
が
削
減
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

同
事
業
所
が
太
陽
光
発
電
に
よ
っ
て
削
減
し
た

年
間
C
O
2
排
出
量
の
四
倍
に
相
当
す
る
そ
う

で
す
。

■

エ
コ
通
勤
の
実
施
に
よ
る
波
及
効
果

　

エ
コ
通
勤
の
実
施
に
よ
り
従
業
員
の
環
境
や

健
康
へ
の
意
識
が
高
ま
っ
た
り
、
従
業
員
の
通

勤
時
の
交
通
事
故
の
件
数
が
減
少
し
た
り
、
あ

る
い
は
常
に
バ
ス
の
時
刻
表
を
頭
に
入
れ
て
お

く
こ
と
で
、
従
業
員
の
時
間
管
理
や
作
業
効
率

の
向
上
が
図
ら
れ
る
な
ど
の
波
及
効
果
が
出
て

き
た
そ
う
で
す
。
さ
ら
に
は
、
平
成
二
十
一
年

か
ら
は
、
地
元
の
バ
ス
会
社
と
協
力
の
下
、
通

勤
バ
ス
を
路
線
バ
ス
化
し
て
一
般
に
開
放
す
る

こ
と
で
、
通
勤
時
間
帯
に
通
学
、
病
院
等
を
利

用
す
る
地
域
の
方
に
も
広
く
利
用
さ
れ
る
な
ど
、

地
域
全
体
の
利
便
性
向
上
に
も
寄
与
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
取
組
み
と
地
域
へ
の
波
及
効

果
が
評
価
さ
れ
て
、
同
事
業
所
は
平
成
二
十
一

年
度
の
国
土
交
通
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
は
、
こ
の
よ
う
な
取
組
み
が
全
国
的

に
増
え
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
で
す
ね
。

第２回：職場MMに関する企業の取組み

職場MMの取組みについて

　　

当
研
究
所
で
は
、
都
市
・
地
域
と
交
通

に
か
か
わ
る
様
々
な
調
査
、
分
析
、
計

画
、
評
価
、
そ
し
て
シ
ス
テ
ム
構
築
等
の
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

際
、
施
設
・
設
備
や
シ
ス
テ
ム
だ
け
で
な

く
、
M
M
を
積
極
的
に
提
案
し
て
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
取
り
組

ん
で
き
た
M
M
に
は
、
総
合
的
な
交
通
施

策
の
推
進
、
公
共
交
通
利
用
促
進
、
小

学
校
に
お
け
る
交
通
環
境
学
習
、
そ
し

て
望
ま
し
い
ク
ル
マ
利
用
や
交
通
安
全
を

支
援
す
る
取
り
組
み
等
が
あ
り
ま
す
。

　

一
例
と
し
て
、｢

阪
神
高
速
e
c
o
で

イ
コ
！｣

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
環
境
に
や
さ
し

く
安
全
・
安
心
・
快
適
な
ク
ル
マ
利
用
を

推
進
す
る
取
り
組
み
で
、
エ
コ
で
安
全
な

ク
ル
マ
利
用
に
役
立
つ
情
報
提
供
や
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
う
も
の
で
、
阪
神
高
速
の
主

要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ

て
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
が
開
設
さ
れ
て
い

ま
す(http://w

w
w
.hanshin-exp.co.jp

/
co

m
p
an

y/
to

riku
m

i/
eco

/
eco

_p
ro

ject

.h
tm

l)
。
な
か
で
も｢

は
じ
め
よ
う
！
か
し

こ
く
e
c
o
な
ク
ル
マ
利
用｣

は
、
M
M
の

技
術
を
活
用
し
た
W
E
B
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

て
提
供
し
て
、
た
ま
に
し
か
阪
神
高
速
を
利

用
さ
れ
な
い
ド
ラ
イ
バ
ー
の
高
速
利
用
増

加
が
確
認
さ
れ
る
と
と
も
に
、
継
続
的
な

取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

 

今
後
と
も
、
“
人
”
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
大
切
に
し
て
、
全
て
の
人
に
よ
ろ
こ
ん
で

い
た
だ
け
る
社
会
を
め
ざ
し
て
、
研
究
・
提

言
・
政
策
実
行
支
援
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

J
C
O
M
M
法
人
会
員
紹
介

   v
o
l.4

 

株
式
会
社 

交
通
シ
ス
テ
ム
研
究
所

「なぜ、クルマを控えなければならないのか」を人々に理解してもらえなければ、
MMの効果は限られたものになります。このコーナーでは、ＭＭの重要なツール
である動機付け冊子に着目し、各地の事例を紹介します。

★事例１：　鹿島鉄道跡地のＢＲＴ利用促進(高校生用)
  2010年8月末、鹿島鉄道の廃線後をバス専用道化した「かしてつバス」が運航
し始めました。この利用促進のため、沿線高校の生徒と保護者をターゲットとした
MMで配布した動機付け冊子です。健康や環境など通常の動機付け(未掲載)に
加え、「高校生活」に特化した内容としました。
(素案作成：筑波大学、　デザイン・イラスト：斎藤綾)

　

図１：プロジェクトロゴ

どうして
クルマをひかえなきゃ

ならないの ?

動機付け冊子動機付け冊子
vol.1

拝見 !拝見 !

■対象路線 :かしてつバス (茨城県 )

■ターゲット :高校生

アキラくんの
通学編

さくらちゃんの サッカー部の

かしてつバスが、縁結び。 かしてつバスなら、
部活のあとも思い思いに過ごせます。

○×

高
等
学
校

通学時（登下校中）における高校生が関係する人身
交通事故発生状況(H19～H21の茨城県内の死傷者数)
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(｢クルマ｣は､1件を除き､同乗中の事故)


